
○ 泉大津市における検討では、RPAを活用することで、実現できるパターンの一例として、以下のシナリオが提
示されている。
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RPAの導入効果の例①

出典：泉大津市提供資料
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RPAの導入効果の例②

【出典】つくば市・NTTデータグループ公表資料、各種報道資料等を基に総務省作成 2

業務名 現状（年間） RPA導入後（年間） 削減時間 削減率

個人住民税 年金情報異動入力 240時間 48時間 192時間 80.0％

個人住民税 特別徴収異動届 592時間 398時間 194時間 32.8％

個人住民税 年度切替処理入力 201時間 53時間 148時間 73.6％

事業所税 事業所税申告書入力 15時間 6時間 9時間 60.0％

合計 1,048時間 505時間 543時間 51.8％

愛知県一宮市（市税業務におけるRPA実証実験結果）

茨城県つくば市（RPA実証実験結果）

業務名 年間件数 削減時間 削減率

住民登録 転入通知投入事務 10,000件 444時間26分 88.9％

→ それ以外の業務も合わせた市民窓口課の合
計 16,000件 511時間06分 85.2％

法人市民税 法人番号情報の個別登録業務 2,800件 31時間06分 100.0％

個人住民税 特別徴収方法の切替処理業務 14,300件 278時間03分 77.8％

個人住民税 確定申告書の重複処理業務
（有効無効判定） 6,000件 66時間40分 66.7％

→ それ以外の業務も合わせた市民税課の合計 32,601件 470時間43分 79.5％

合計 48,601件 981時間49分 82.4％
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